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発電所を巡る主な動き�
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」�
関係機関に提出した「意見書」�

�
……………………2�

�
……………3�

�
�

………………………………4

▲
�

12月9日（日）・10日（月）�
柏崎刈羽原子力発電所視察�

▲12月2日（日）第2回公開勉強会・第54回定例会（柏崎市市民プラザ）�

▲11月17日（土）第1回公開勉強会（柏崎市市民プラザ）�

情
報
誌
�

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 2 7号�
平成20年2月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



東
京
電
力
か
ら
地
質
調
査
の
概
要
と
発
電

所
地
表
面
及
び
建
屋
の
測
量
結
果
（
中
間

報
告
）
に
つ
い
て
説
明
。
�

　
�

Q
　
な
ぜ
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
中

越
沖
地
震
の
被
害
状
況
写
真
を
公
表
す
る
際
、

そ
の
一
部
が
、
黒
く
塗
ら
れ
た
の
か
。
�

保
安
院
　
原
則
公
開
で
は
あ
る
が
、テ
ロ
対

策
な
ど
国
際
的
動
向
を
踏
ま
え
て
、
公
共
の

安
全
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
も
の
は
、
黒
塗
り

で
開
示
し
た
。
�

Q
　
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
等
か
ら
の
溢
水
の

対
策
は
。
�

東
京
電
力
　
溢
水
防
止
よ
り
も
、
溢
れ
た
水

を
放
射
線
の
非
管
理
区
域
に
出
さ
な
い
こ
と

が
重
要
。
現
在
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
�

Q
　
原
子
炉
建
屋
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
が
傾
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
の
設
備
に
影
響
を

与
え
る
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
原
子
炉
建
屋
、タ
ー
ビ
ン
建
屋

は
沈
降
を
設
計
上
も
考
慮
し
て
い
る
。
建
屋
内

の
機
器
は
分
解
後
の
組
立
て
時
に
高
さ
調
整

す
る
た
め
、
回
転
体
が
あ
た
っ
て
こ
す
れ
た
り
、

振
動
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
今

回
の
変
位
、
傾
き
は
僅
か
で
あ
り
問
題
は
な
い
。
�

保
安
院
　
原
子
力
施
設
の
場
合
は
、
小
さ
い

傾
き
で
も
、
機
能
に
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
検

討
す
る
よ
う
、
構
造
設
計
小
委
員
会
で
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
今
後
検
討
す
る
。
�

Q
　
改
訂
さ
れ
た
耐
震
設
計
指
針
に
基
づ
く
、

耐
震
安
全
性
の
確
認
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え

て
ほ
し
い
。
�

保
安
院
　
全
国
の
各
発
電
所
は
、
想
定
す
べ

き
基
準
地
震
動
を
設
定
し
、
地
震
に
対
し
て

「
ど
う
い
う
ふ
う
に
持
ち
こ
た
え
る
か
」と
の
評

価
を
、３
月
末
ま
で
に
出
し
て
も
ら
う
。
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
今
回
の
地
震
か
ら
得
ら

れ
た
知
見
を
含
め
た
評
価
を
し
て
も
ら
う
。
�

東
京
電
力
　
新
し
い
指
針
を
ふ
ま
え
て
地
下

探
査
を
実
施
し
、
再
度
断
層
評
価
を
行
う
。

そ
の
後
に
、
基
準
地
震
動
の
策
定
と
な
る
。
現

在
は
断
層
評
価
の
た
め
の
地
質
調
査
を
行
な

っ
て
い
る
段
階
。
�

Q
　
地
下
探
査
や
海
域
の
音
波
探
査
で
測

定
し
た
デ
ー
タ
に
信
頼
度
は
あ
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
機
器
性
能
の
向
上
も
あ
り
、
従

来
よ
り
も
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
�

Q
　
東
京
電
力
の
原
子
炉
や
タ
ー
ビ
ン
建
屋

が
、
傾
い
た
と
い
う
地
盤
調
査
の
中
間
発
表

結
果
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
建
物
の
傾
き
は
機
器
の
機
能
に
影

響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
水

準
点
が
地
震
で
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
復
旧
し
だ

い
正
確
な
標
高
や
傾
斜
を
求
め
、
耐
震
小
委

員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
で
検
討
を
進
め
る
。
�

Q
　
地
震
や
地
盤
に
関
す
る
、
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
設
置
当
初
の
知
見
や
調
査
結

果
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
�

保
安
院
　
安
全
審
査
で
は
、
立
地
地
点
と
し

て
適
切
か
否
か
、
現
地
調
査
で
確
認
し
、
適

切
で
あ
っ
た
の
で
設
置
を
許
可
し
た
。
耐
震
小

委
員
会
で
は
、
設
置
許
可
が
当
時
の
知
見
で
、

適
切
な
も
の
だ
っ
た
の
か
が
検
討
事
項
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
の
震
源
は
海
底
の
活
断

層
が
原
因
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調

査
で
ど
の
程
度
わ
か
っ
た
の
か
。ま
た
、
国
の
調

査
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
海
域
や
陸
域
で
の
調
査
を
早

期
に
進
め
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
等
の

公
的
機
関
に
よ
る
、
震
源
断
層
の
特
定
に
協

力
し
て
い
き
た
い
。
�

保
安
院
　
東
京
電
力
の
調
査
結
果
を
耐
震

小
委
員
会
か
ら
判
断
し
て
も
ら
う
。
調
査
に

不
足
が
あ
れ
ば
、
国
が
追
加
調
査
を
し
て
検

討
す
る
。
�

�・
不
適
合
事
象
が
多
数
で
分
り
に
く
い
。
各
号

機
ご
と
に
整
理
し
て
ほ
し
い
。
�

・
今
後
の
耐
震
補
強
工
事
に
関
し
て
、
補
強
箇

所
や
補
強
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。�

・
調
査
点
検
で
不
適
合
を
発
見
し
、
対
策
す

れ
ば
済
む
も
の
で
な
い
。
調
査
し
き
れ
な
い
部

分
や
ゆ
が
み
、ひ
ず
み
の
部
分
な
ど
、
想
定

外
の
重
大
な
影
響
を
厳
正
に
調
査
し
て
も

ら
い
た
い
。
安
易
に
運
転
を
再
開
せ
ず
、
慎

重
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。
�

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
計
画
か
ら
建

設
ま
で
に
、
施
設
の
位
置
や
向
き
が
何
回
も

変
わ
っ
た
の
は
、
地
盤
が
非
常
に
悪
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。
３４
年
前
か
ら
の
経
緯
や
議
論

を
遡
っ
て
、そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。�
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地
質
調
査
の
概
要
と
建
屋
の
測
量
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第53回定例会の概要�
平成19年11月7日（水）�

刈羽村ラピカ（文化ホール）  �

19名（欠席5名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村 �

原子力安全・保安院 �

保安検査官事務所 �

地域担当官事務所 �

東京電力（株） �

●前回定例会以後の動き  �

●地質調査の概要等について  �

●その他  

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

53

【
新
野
会
長
の
主
な
発
表
内
容
】
�

【
主
な
質
疑
応
答
】
�

【
原
子
力
委
員
会
―
市
民
参
加
懇
談
会

i
n
横
浜
―
で
、
新
野
会
長
が
意
見
発
表
】

原
子
力
〜
知
り
た
い
情
報
は
届
い
て
い
ま

す
か
〜
„
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
学
ぶ
“

と
題
し
開
催
。
柏
崎
か
ら
柏
崎
市
防
災
・

原
子
力
課
　

須
田
課
長
、
柏
崎
観
光
協
会

　

内
藤
会
長
と
共
に
参
加
し
、
意
見
発
表

と
意
見
交
換
を
し
た
。
�

　
　
開
催
日
　
平
成
19
年
10
月
29
日
�

　
　
場
　
所
　
横
浜
市
�

　
　
主
　
催
　
原
子
力
委
員
会
�

　
　
参
加
者
　
1
1
7
名
�

��・
情
報
の
発
信
は
、ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
が

不
可
欠
。�

・
余
震
を
恐
れ
数
日
間
は
、
屋
外
で
過
ご
さ

ざ
る
を
得
ず
、
的
確
な
情
報
を
得
に
く
か
っ

た
。
発
電
所
に
近
い
住
民
に
は
、
広
報
車
等

で
情
報
を
伝
え
、
不
安
を
取
り
除
く
必
要

性
が
あ
っ
た
。�

・
風
評
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
、
情
報

提
供
が
適
切
と
は
言
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

人
災
と
も
考
え
ら
れ
る
。�

・
マ
ス
コ
ミ
は
、
地
震
災
害
の
取
材
に
駆
り
出

さ
れ
、
原
子
力
知
識
に
乏
し
い
応
援
部
隊

が
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
報
道
に

よ
る
影
響
の
大
き
さ
を
認
識
し
、
視
聴
者
へ

の
信
頼
に
た
る
行
動
を
常
に
工
夫
す
べ
き
。�

���

【
東
海
村
原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
と

の
懇
談
会
を
開
催
】
�

東
海
村
村
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
同
会
よ

り
、
会
の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
と
依
頼
を

受
け
、
中
越
沖
地
震
の
対
応
に
つ
い
て
、
懇

談
会
が
持
た
れ
た
。
�

　
開
催
日
　
平
成
19
年
11
月
14
日
�

　
場
　
所
　
柏
崎
市
市
民
プ
ラ
ザ
�

　
参
加
者
　
地
域
の
会
運
営
委
員
6
名
�

　
　
　
　
　
東
海
村
委
員
　
　
　
8
名
�

　
�

Q
　
（
東
海
村
）
住
民
へ
の
情
報
伝
達
が
遅

れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う
思
う
か
。
�

A
　
（
地
域
の
会
）
地
元
自
治
体
が
対
応
し

き
れ
な
い
場
合
は
、
県
や
国
が
機
能
す
べ
き

と
の
意
見
も
出
て
い
る
。�

Q
　
（
東
海
村
）ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
で
防

災
行
政
放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う
が
。�

A
　
（
地
域
の
会
）
聞
こ
え
な
い
地
域
が
あ
っ

た
。余
震
を
恐
れ
て
戸
外
に
居
た
り
、ま
た
、

避
難
所
に
は
テ
レ
ビ
も
無
く
、情
報
入
手
が

困
難
だ
っ
た
。�

Q
　
（
東
海
村
）
茨
城
県
で
は
事
業
者
と
県

で
専
用
電
話
回
線
が
あ
る
が
、新
潟
県
は
。�

A
　
（
地
域
の
会
）新
潟
県
も
あ
る
が
、東
京

電
力
の
電
話
設
備
の
あ
る
部
屋
が
被
害
を

受
け
、迅
速
な
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
。�

　
�

・
防
災
の
主
導
権
は
地
元
自
治
体
が
と
っ
た

ほ
う
が
良
い
。�

・
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
で
、
放
射
能
の
心
配
は

な
い
と
い
っ
た
情
報
を
迅
速
に
流
せ
ば
、

風
評
被
害
は
軽
減
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
�

【
意
見
等
】
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�
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二
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
地
震
と
原
子
力
発
電

所
に
係
る
考
え
の
異
な
る
大
学
教
授
を
講

師
に
勉
強
会
を
開
催
。
�

�﹇
第
1
回
目
﹈（
平
成
19
年
11
月
17
日
（
土
）
�

　
会
場:

柏
崎
市
市
民
プ
ラ
ザ
（
波
の
ホ
ー
ル
）
�

　
講
師:

石
橋
克
彦
氏
（
神
戸
大
学
教
授
）
�

�「
地
震
の
し
く
み
と
中
越
沖
地
震
の
諸
問
題
」

と
題
し
て
、
活
断
層
と
は
、
地
震
は
な
ぜ
起

こ
る
、
日
本
列
島
の
地
震
情
勢
、
中
越
沖
地

震
に
つ
い
て
講
演
。
�

Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
は
、
羽
越

活
褶
曲
地
帯
の
脆
弱
な
砂
丘
地
帯
に
あ
る
が
、

日
本
海
東
縁
変
動
帯
（
北
海
道
か
ら
新
潟

県
ま
で
の
日
本
海
側
に
あ
る
ひ
ず
み
集
中
帯
）

と
同
じ
か
。
�

石
橋
氏
　
日
本
海
東
縁
変
動
帯
の
中
に
あ
る
。�

Q
　
中
越
沖
地
震
の
震
源
断
層
面
は
、
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
直
下
ま
で
、
延
び

て
い
る
の
か
。
�

石
橋
氏
　
際
ど
い
と
こ
ろ
だ
が
、
私
た
ち
の

今
の
モ
デ
ル
で
は
真
下
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。
�

Q
　
新
し
い
耐
震
基
準
の
残
余
の
リ
ス
ク
と

は
何
か
。
新
指
針
は
万
全
か
。
�

石
橋
氏
　
残
余
の
リ
ス
ク
の
基
本
的
考
え

は
、
想
定
を
超
え
る
地
震
動
が
あ
り
得
る
事
。

前
提
と
し
て
、
基
準
地
震
動
を
十
分
大
き

く
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
新

し
い
耐
震
設
計
審
査
指
針
で
も
、
基
準
地

震
動
の
大
き
さ
は
不
十
分
。
�

Q
　
安
全
審
査
は
、
妥
当
だ
っ
た
と
思
う
か
。
�

石
橋
氏
　
非
常
に
甘
い
審
査
だ
っ
た
と
思
う
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
所
は
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、

そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
リ
ス
ク

は
な
い
か
。
�

石
橋
氏
　
地
球
温
暖
化
と
い
う
長
期
的
リ

ス
ク
と
原
子
力
災
害
と
い
う
短
期
的
リ
ス

ク
を
秤
に
か
け
る
議
論
は
あ
る
。
そ
の
評
価

は
必
要
だ
が
、
地
震
研
究
者
の
私
と
し
て
は
、

原
子
力
発
電
所
の
リ
ス
ク
は
非
常
に
怖
い
。
�

�﹇
第
2
回
目
﹈
平
成
19
年
12
月
2
日
（
日
）
�

　
　
＊
第
54
回
定
例
会
�

　
会
場:

柏
崎
市
市
民
プ
ラ
ザ
（
風
の
部
屋
）
�

　
講
師:

溝
上
恵
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
�

�「
地
震
は
な
ぜ
お
こ
る
の
か
？
（
そ
の
2
）
」

と
題
し
て
、
地
球
の
内
部
構
造
、
地
震
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
中
越
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

特
質
、
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
等
に
つ
い

て
講
演
。
�

��Q
　
新
潟
県
の
こ
の
地
域
は
、
強
い
地
震
が

起
こ
る
可
能
性
が
高
い
と
、
特
定
観
測
地

域
に
な
っ
て
い
る
が
。
�

溝
上
氏
　
地
震
予
知
連
絡
会
が
、
指
定
観

測
地
域
の
枠
組
み
を
、
日
本
列
島
の
実
態

に
合
う
形
で
決
め
た
も
の
。
�

Q
　
昨
年
の
講
演
で
、こ
の
地
域
で
は
当
分
、大

き
な
地
震
は
起
こ
ら
な
い
と
の
見
解
だ
っ
た
が
。
�

溝
上
氏
　
い
つ
、
ど
こ
で
地
震
が
起
き
る
か

は
誰
に
も
分
ら
な
い
。
前
回
は
、
断
層
等
が

幾
筋
も
あ
り
、
中
越
の
地
震
活
動
の
根
本

原
因
だ
と
説
明
し
た
。
�

Q
　
昨
年
の
講
演
で
、
原
子
力
発
電
所
を
、

戦
艦
「
大
和
」
に
例
え
た
意
味
は
。
�

溝
上
氏
　
原
子
力
発
電
所
の
重
要
な
建

物
は
、
設
計
や
耐
震
の
基
準
設
定
が
、
一
般

の
建
物
と
は
違
う
と
言
う
こ
と
を
、
漁
船
と

戦
艦
「
大
和
」
に
例
え
た
。
�

Q
　
長
岡
平
野
西
縁
断
層
群
が
鳥
越
断

層
に
つ
な
が
り
、
今
後
、
大
地
震
が
続
発
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
指
摘
が
あ
る
が
。
�

溝
上
氏
　
中
越
地
震
に
つ
い
て
、
地
震
研
の

最
新
観
測
結
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
国
土

地
理
院
も
見
直
す
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
見

て
か
ら
の
議
論
。
�

Q
　
国
土
地
理
院
は
、
地
域
の
構
造
運
動

を
発
表
し
て
い
る
。
後
期
更
新
世
以
降
の
構

造
運
動
が
存
在
し
な
い
と
言
う
考
え
は
、
誤

り
と
断
定
し
て
よ
い
か
。
�

溝
上
氏
　
地
理
院
の
観
測
精
度
は
高
い
が
、

地
質
や
地
震
の
時
間
と
比
較
し
て
、
観
測

時
間
の
ス
パ
ン
が
短
い
た
め
、
判
断
し
に
く
い
。
�

Q
　
地
震
災
害
に
、
都
市
型
と
ロ
ー
カ
ル
・

地
方
型
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
が
、
災
害
規

模
を
考
え
て
の
比
較
な
の
か
。
�

溝
上
氏
　
地
震
被
害
は
、
地
震
規
模
や
起

こ
る
場
所
で
異
な
る
。
海
溝
型
の
巨
大
地
震

で
は
、
壊
滅
的
被
害
も
起
こ
る
。
中
規
模
地

震
で
も
局
地
的
に
被
害
が
あ
る
。
中
越
沖

地
震
は
局
地
的
な
中
規
模
地
震
。
�

Q
　
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
リ
ス
ク
と
、
な

い
リ
ス
ク
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
�

溝
上
氏
　
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
民
族

が
生
き
延
び
て
行
く
た
め
に
は
、
技
術
力
が

必
要
。
原
子
力
発
電
所
も
、
耐
震
性
の
問

題
だ
と
思
う
。
�

地
震
関
連
の
公
開
勉
強
会
を
開
催
�

【
主
な
質
疑
応
答
】
�

【
主
な
質
疑
応
答
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
意
見
要
望
】
�

【
意
見
要
望
】
�

地
震
後
の
発
電
所
の
状
況
確
認
の
為
、

視
察
を
実
施
。
�

視
察
日
　
平
成
19
年
12
月
９
日
・
10
日
�

﹇
状
況
確
認
場
所
�

　
＝
7
号
機
、
4
号
機
管
理
区
域
﹈
�

・
原
子
炉
建
屋
…
炉
内
点
検
状
況
、
水
の

し
み
出
し
箇
所
、
格
納
容
器
内
�

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
…
タ
ー
ビ
ン
摩
耗
状
況
�

・
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
の
状
況
確
認
�

��Q
　
断
層
活
動
の
確
認
用
立
坑
調
査
で
、

断
層
の
ず
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
、
今
回
の
地

震
以
前
の
も
の
か
、
後
の
も
の
か
分
る
の
か
。
�

A
　
建
設
当
時
、平
ら
で
あ
っ
た
所
が
、断
層

に
沿
っ
て
ず
れ
て
い
な
い
か
確
認
で
き
る
。�

Q
　
柏
崎
市
内
は
震
度
6
強
だ
っ
た
が
、

発
電
所
内
は
、
震
度
7
位
と
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
。
�

A
　
震
度
は
、地
震
観
測
小
屋
の
地
震
計
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
計
算
し
た
も
の
。�

Q
　
水
漏
れ
し
た
原
子
炉
ウ
エ
ル
ラ
イ
ナ

ー
の
微
小
の
傷
に
も
、そ
れ
な
り
の
水
圧
が

掛
か
る
と
思
う
が
。
�

A
　
水
圧
は
掛
る
が
、
水
面
か
ら
1
m
位
の

所
で
あ
る
。�

Q
　
な
ぜ
、
低
圧
タ
ー
ビ
ン
の
Ｂ
・
Ｃ
点
検

部
分
が
対
象
外
な
の
か
。
�

A
　
最
初
の
点
検
で
は
対
象
外
だ
が
、最
終

的
に
は
全
部
点
検
す
る
。�

Q
　
７
号
機
原
子
炉
建
屋
３
階
の
、
壁
面

の
ひ
び
は
地
震
に
よ
る
も
の
か
。
�

A
　
地
震
後
に
確
認
し
た
ひ
び
だ
が
、
幅
が

0
.3
m
m

以
下
の
ひ
び
は
、
記
録
管
理
し
て
い

な
い
た
め
分
ら
な
い
。�

��・
地
震
前
と
後
の
、建
屋
の
ひ
び
の
数
と
程
度
の

対
比
は
出
来
な
い
か
。出
来
れ
ば
知
り
た
い
。�

�

『
活
断
層
の
公
表
関
連
に
つ
い
て
東
京
電

力
が
説
明
』
�

海
域
の
F-

B
断
層
に
つ
い
て
は
、
設
計
許

可
当
時
の
知
見
で
、
活
断
層
で
は
な
い
と
し

た
が
、
断
層
認
定
の
考
え
方
を
見
直
し
、
活

断
層
の
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
し
た
。た
だ

し
、こ
の
断
層
に
よ
る
地
震
動
は
設
計
用
限

界
地
震
動
を
下
回
り
、
耐
震
安
全
上
の
影

響
は
な
い
と
判
断
し
た
。
保
安
院
に
は
説
明

し
た
が
、
今
日
ま
で
公
表
に
至
ら
な
か
っ
た
。
�

��Q
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
勤
務

す
る
社
員
は
、
平
成
１５
年
の
国
か
ら
の
評
価

は
知
っ
て
い
た
の
か
。
�

A
　
知
ら
な
か
っ
た
。本
店
の
一
部
の
者
の
み

が
対
応
し
た
。発
電
所
長
も
平
成
１９
年
１１
月

17
日
の
本
店
で
の
会
議
で
知
っ
た
。�

Q
　
平
成
１５
年
の
評
価
の
指
示
は
い
つ
か
。

国
へ
の
報
告
は
、い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
し

た
の
か
。
�

A
　
平
成
１４
年
の
前
半
頃
に
指
示
が
あ
り
、

平
成
１５
年
6
月
に
資
料
を
口
頭
で
説
明
し
た
。�

Q
　
東
電
の
上
層
部
は
知
ら
な
か
っ
た
と

言
う
が
、
誰
が
国
へ
報
告
し
た
の
か
。
�

A
　
本
店
の
土
木
の
耐
震
関
係
担
当
者
が

報
告
し
た
。�

��・
今
回
の
海
底
断
層
公
表
は
、
地
域
の
会
と

東
京
電
力
と
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
て
来
た
矢
先
の
出
来
ご
と
で
驚
い
て
い
る
。

東
京
電
力
で
は
大
き
な
問
題
だ
と
捉
え
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
住
民
と
の
考
え
に

大
き
な
落
差
が
あ
る
こ
と
を
、
東
京
電
力

は
認
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。
本

日
、
緊
急
運
営
委
員
会
の
総
意
で
、
東
京

電
力
、
国
、

自
治
体
等
、

関
係
機
関
に

対
し
、
意
見

書
の
提
出
を

決
定
し
た
。
�

＊アスペリティ�

＊�

強くズレ破壊する�
ところをいう。�

中
越
沖
地
震
後
の
�

　
　

発
電
所
を
視
察
�

中
越
沖
地
震
後
の
�

　
　

発
電
所
を
視
察
�
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中
越
沖
地
震
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
生
活
に
落
ち
着
き
が
戻
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
街
で
は
、
復
興
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
子
供
達
や
お
年
寄
り
の
笑
顔

を
見
て
い
る
と
元
気
を
出
し
て
頑
張
ろ
う
と
言

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
�

地
域
の
会
で
は
、
地
震
に
関
連
し
た
２
回
の
公

開
勉
強
会
を
開
催
し
、
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

テ
ー
マ
で
し
た
が
、
丁
寧
な
説
明
で
分
り
や
す

い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
観
測
技
術
や
機

器
の
進
歩
と
共
に
地
震
に
つ
い
て
の
研
究
が
進

み
、ま
す
ま
す
地
震
予
知
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
�

　
地
域
の
会
は
「
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

の
透
明
性
を
確
保
す
る
」こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
地
震
関
連
の
情
報
は
じ
め
、
安
全
運
転
に
係

る
情
報
に
つ
い
て
、
広
報
の
内
容
や
出
し
方
を

一
般
住
民
の
目
線
に
立
っ
て
発
信
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　（
運
営
委
員
　

久
我
）
�

編
集
後
記
�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�
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再生紙を�
使用しています� 発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（10月4日～12月2日）�（10月4日～12月2日）�

　活断層非公表問題で「地域の会」が、原子
力安全・保安院や東京電力を始めとして、各関
係機関に意見書を提出したということが報じ
られていました。意見書の内容を詳しくは知りませんが、各関係機関に姿勢を正すことを申し入れるのは当然のことと思います。�　なぜなら、私も「地域の会」発足から2007年4月までの4年間メンバーとして参画をしていました。「地域の会」では、原子力発電所本体の安全性は当然として、地震の影響や活断層問題などについても、数回にわたって議論されてきました。オブザーバーとして出席をされている、東京電力や保安院とも意見を交わしてきました。�　「地域の会」委員は、安全と安心を求めて、原子力発電所に対する賛否の立場を超えて、同じテーブルに着いているのです。地盤や断層問題が、活発に議論されてきたにもかかわらず、その基となる情報を公開しなかった、東京電力や保安院の指導の無いことに無念を禁じえません。�
　「データーは正しく」「情報公開は速やかに」の土台を築くために、企業や行政当局は特段の努力をして欲しいと思います。�　安全、安心に結びつく信頼関係が悪化しないかと懸念をする者の一人です。�

柏崎市�渡辺 五四六さん�

安全安心は�
信頼関係が基礎�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
お気軽気軽にお越し下さい。�

会は公開で行われています。�
お気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第57回定例会�
日時：�平成20年3月5日（水）午後6：30～�
場所：�新潟県柏崎刈羽原子力防災センター�

第58回定例会�
日時：�平成20年4月9日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター�

10
月
4
日
�����

4
日
〜
�

11
月
1
日
��

10
月
5
日
��

9
日
������

11
日
��������

15
日
��

17
日
�

18
日
����

21
日
��

23
日
������

24
日
��

25
日
���

29
・
30
日
��

�
�

30
日
�

31
日
����

11
月
1
日
����

2
日
��

5
日
���

6
日
�

8
日
�

���

8
〜
29
日
���

9
日
���

12
日
���

13
日
������

14
日
���������

15
日
��

16
日
�

19
日
��

20
日
���

22
日
��

23
日
�

25
日
�

26
日
���

27
日
���

28
日
���

29
日
����

30
日
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

主
排
気
ダ
ク
ト
（
地
上
部
・
地
下
部
）の
点
検
結
果

に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

保
安
院
　

東
京
電
力
（
株
）よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
情
報

提
供
を
受
け
る（
第
28
報
〜
第
32
報
）�

原
子
炉
複
合
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ

の
水
の
流
入
に
つ
い
て
公
表
�

原
子
炉
ウ
ェ
ル
ラ
イ
ナ
ー
ド
レ
ン
水
の
検
知
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状

況
確
認
�

保
安
院
　

北
海
道
電
力
（
株
）
泊
発
電
所
3
号
機
建

設
現
場
に
お
け
る
白
煙
の
原
因
及
び
再
発
防
止
対
策

に
関
す
る
報
告
を
受
け
る
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
新
潟
県
中
越

沖
地
震
に
伴
う「
原
子
炉
施
設
故
障
等
報
告
」の
報

告
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　

東
京
電
力（
株
）よ
り
、福
島
第
一
原
発
1
号

機
に
お
け
る
、非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
損
傷
に
関

し
、原
因
と
対
策
に
係
る
報
告
書
の
提
出
を
う
け
る
�

「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
対
策
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
と
原

子
力
発
電
所
の
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

原
子
炉
建
屋（
管
理
区
域
）内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て
公
表
�

原
子
炉
建
屋（
管
理
区
域
）内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て（
続
報
）公
表
�

保
安
院
　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安

全
・
保
安
部
会
電
力
安
全
小
委
員
会
電
力
設
備
磁

界
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
第
4
回
）開
催
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

保
安
院
日
本
原
燃（
株
）六
ヶ
所
再
処
理
施
設
に
お
け
る

事
故
を
想
定
し
、原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

保
安
院
　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安

全
・
保
安
部
会
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会
に
よ
る
、

東
京
電
力（
株
）柏
崎
刈
羽
原
発
の
現
地
調
査
を
実
施
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

平
成
19
年
度
中
間
決
算
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
規
程
の
変
更
届
出
に
つ
い
て
公
表
�

発
電
所
構
内
専
用
港
に
お
け
る
ク
レ
ー
ン
船
か
ら
の

油
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

１
号
機
原
子
炉
複
合
建
屋
屋
上（
非
管
理
区
域
）に
お

け
る
火
災
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
公
表
�

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫（
管
理
区
域
）内
に
お
け
る
ド
ラ

ム
缶
を
積
む
棚
の
汚
染
確
認
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
原
子
炉
ウ
ェ
ル
の
点
検
状
況
に
つ
い
て（
速
報
）

公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

新
潟
県
　

原
子
力
発
電
所
周
辺
環
境
監
視
評
価
会
議
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

50
万
Ｖ
開
閉
所
山
側（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
け
が

人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　

東
京
電
力
（
株
）よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
後
の
主
な
、点
検
・
復
旧
状
況
等
に
つ
い
て
、情
報
提

供
を
受
け
る
�

保
安
院
　

東
京
電
力
（
株
）に
対
し
、
柏
崎
刈
羽
原
発

の
設
備
の
健
全
性
評
価
の
点
検
・
評
価
に
関
す
る
計

画
に
つ
い
て
指
示
�

５
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　

東
北
電
力
（
株
）よ
り
、
女
川
原
発
3
号
機

の
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
�

２
号
機
の
炉
内
点
検
に
お
い
て
確
認
し
た
シ
ュ
ラ
ウ
ド
サ

ポ
ー
ト
シ
リ
ン
ダ
外
面
部
の
線
状
模
様
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状

況
確
認
�

保
安
院
　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安

全
・
保
安
部
会
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
評
価
小
委
員
会
を
開
催
�

２
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検（
フ
ェ
ー
ズ
1
・
2
）状
況

に
つ
い
て
公
表
�

燃
料
集
合
体
の
燃
料
支
持
金
具
か
ら
の
外
れ
に
つ
い

て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
伴
う
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
国
際
原
子
力
事
象
評
価

尺
度（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）の
適
用
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

今
冬
の
電
力
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
公
表
�

２
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検（
フ
ェ
ー
ズ
1
・
2
）状
況

に
つ
い
て
公
表
�

タ
ー
ビ
ン
内
部
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

５
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

６
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

６
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

構
内
固
体
廃
棄
物
仮
貯
蔵
庫
建
設
現
場
（
非
管
理

区
域
）に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

６
号
機
の
炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備
健
全

性
に
係
る
点
検
・
評
価
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　

中
国
電
力
（
株
）よ
り
、
島
根
原
発
1
号
機

に
お
け
る
燃
料
交
換
機
の
燃
料
つ
か
み
部
の
変
形
に

関
す
る
報
告
書
の
提
出
を
受
け
る
�

タ
ー
ビ
ン
内
部
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

炉
内
点
検
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

７
号
機
に
お
け
る
炉
内
点
検
（
フ
ェ
ー
ズ
１
・
２
）
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　

中
部
電
力
（
株
）よ
り
、
浜
岡
原
発
4
号
機

の
原
子
炉
手
動
停
止
の
原
因
と
対
策
に
係
る
報
告
書

の
提
出
を
受
け
る
�

保
安
院
　
関
西
電
力（
株
）よ
り
、大
飯
原
発
2
号
機

の
配
管
肉
厚
管
理
に
対
す
る
追
加
事
項
の
報
告
を
受

け
る
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

03年活断層評価の公表を受けての意見書�

　柏崎刈羽原子力発電所は、中越沖地震で大きな被害を受け、1号機から
7号機まで全て運転を停止しました。現在、大小様々な被害報告は3千件
余りに達します。�
　こうした被害を受けたことについて、建設当初から周辺の地質調査や活断
層評価が適切に行われたのかという疑問の声が一部からあがっていました。�
　国においては中越沖地震を踏まえて、調査・対策委員会を立ち上げ審議
されています。�
東京電力は、12月5日、対策委員会の合同部会で、柏崎刈羽原子力発電
所沖の海底活断層を03年時点で把握していた事実を公表しました。この再
評価は保安院の指示に基づくもので、東京電力が報告したにもかかわらず、
公表されずに来ました。�
また、原子力安全委員会にも報告がなされていませんでした。�
　柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会は、02年の東京
電力不祥事後の03年に発足し、情報公開や監視を目的として活動してき
ました。しかし、今回の件に対し何ら責務を果せなかったことは極めて残念な
ことであり、地域の会の存在意義も問われる大きな問題です。�
東京電力もまた、繰り返し自ら再生を誓い、情報公開に努めることを内外に
明らかにしてきました。しかし、03年海底活断層再評価の対応は、02年の
不祥事、06年のデータ改ざんに続くもので、情報を隠していたと言わざるを
得ません。�
　付け加えて、国、東京電力の今回の一連の対応は、それぞれの現場で働
く人々への信頼を裏切ることにならないかと考えます。�
　原子力安全委員会、原子力安全・保安院、東京電力は、それぞれの立
場で柏崎刈羽住民、国民に対し、説明責任を果たすよう強く要望します。�
　新潟県、柏崎市、刈羽村には、当事者である原子力安全委員会、原子力
安全・保安院、東京電力の責任と今後の根本的対策を明確にするよう強く
求めることを要望します。�

　平成１９年１２月１3日�

柏崎刈羽原子力発電所の　　　�
透明性を確保する地域の会　　�

　東京電力が、柏崎刈羽原子力発電所の沖合い等の活断層の存在を２００３年
に確認していた事実の公表を受け、原子力委員長、原子力安全委員長、経済産
業大臣、原子力安全・保安院長、資源エネルギー庁長官、東京電力社長、新潟
県知事、柏崎市長、刈羽村長宛に意見書を提出�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�
宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�


